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PEO は昇求分子と組成比の異なる 2 種の結晶性付加化合物( 1 型;モル比 4: 1 , n 型; 1 : 1 )を
作る。 1 型の結晶構造はすでに当研究室でX線回折を用いて決定された。 n 型の場合には I 型に比べて
昇求分子(原子番号;Hg;80 ， CI;17) の X線反射に対する寄与が圧倒的に大きいために X線回折のみで
は PEOのコンホメーションを決定するのが困難であったので、赤外吸収の方法を用いて PEO の分
子構造を決定した。吸収帯の数と I 型の PEOのコンホメーションの類推および骨格基準振動の計算
を行なって、最も妥当な分子構造として次のような分子モデルが得られた。
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の分子構造は長い間確定しなかった。 Stroupe らは it PMMA について (5/2)，すなわち繊維周期中に





X線データと実測密度から繊維周期 10.50A 中に 5 モノマー単位が
含まれるらせん構造をとることが判った。主鎖の内部回転角について
は、らせんパラメーターの式を用いて (5/1 )および(5/2 )らせんの 2
種が可能であることがわかった。側鎖の内部回転角の決定にはコンホ
メーション解析を用いた。 (5/1 )および(5/2 )のいずれのらせんについ
ても、 α ーメチル基がらせんの外側に向くか内側を向くかの 2つの可能
性があるが、それぞれについて 2個の安定なモデルが得られたので、合
計 8 種の可能な分子モデルが挙げられた。これらの分子モデルについ
て X線の方法による検討の結果、 α ーメチル基がらせんの外側に向い









らせん構造をもっ代表的なアイソタクチックポリマー，ポリプロピレン (PP)(3/1) ，ポリー 3-メチル
ブテンー 1 (p 3 M B ) (4/1) ，ポリー 4- メチルペンテンー 1 (p 4 M P ) (7/2) ，ポリアセトアルデヒド(P
A A )(4/1) ，わよびPMMA (5/1) についてコンホメーション解析を行ない、単分子鎖のらせん構造
の安定性を考察した。ポテンシャルエネルギーの計算には、内部回転エネルギー、非結合原子間 van















16T 810 730 -16'r -81。ー73。
の構造が最も妥当であることを明らかにした。この分子モデルはX線解析の結果得られた昇求分子の




告があるにも拘らず未確定であった。 x線回折およびコンホメーション解析により (5/1) および(5/2) 
らせんについて合計 8種の分子モデルが得られ、 X線回折の研究結果、 α ーメチル基がらせんの外側





-3- メチルプテンー 1 (4/1) 、ポリ -4 ーメチルペンテンー 1 (7/2) 、ポリアセトアルデヒド (4/1 )、および







解析を併用することによつて、 PEO ・昇求付加化合物E 型の結晶構造および、it PMMAの分子構造
を明らかにし、またらせん構造を持つ一連のアイソタクチックポリマーのコンホメーションの安定性
について初めてらせん形成の要因に関する解析的な知見を得たものである。したがって高分子物質の
構造化学的研究の発展に大きく貢献するものと考えられ、理学博士の学位論文として十分価値あるも
のと認Jめる。
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